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アルビクス・映像／音声エラー検出装置 VAD-230HD  Rev.0.５ 
 

特   長 
 

  ◇ＳＤ－ＳＤＩ／ＨＤ－ＳＤＩ信号入力に対応した映像／音声エラー検出装置です。 

  ◇異なる解像度の素材を比較し、障害を検知する事が出来ます。 
 

 

仕   様 
 

  ◆素材側映像・音声入力信号 

 入力信号数 ：１系統 

 信号形式  ：映像 ：ＳＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２５９Ｍ－Ｃ ４８０ｉ［Ｄ１］ 

     ＨＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２９２Ｍ １０８０ｉ 

   ：音声 ：エンベデッドオーディオ ４８ＫＨｚ １６ｂｉｔ ４ｃｈ／８ｃｈ 

 

 入力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

  ◆ダビング側映像・音声入力信号 

 入力信号数 ：１系統 

 信号形式  ：映像 ：ＳＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２５９Ｍ－Ｃ ４８０ｉ［Ｄ１］ 

     ＨＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２９２Ｍ １０８０ｉ 

   ：音声 ：エンベデッドオーディオ ４８ＫＨｚ １６ｂｉｔ ４ｃｈ／８ｃｈ 

 

 入力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

 

  ◆映像モニタ出力信号 

 出力信号数 ：素材側ディレイ・ダビング側 各１系統 

 信号形式  ：ＮＴＳＣ、アナログＶＢＳ 

 出力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

  ◆映像調整用比較映像モニタ出力信号 

 出力信号数 ：３系統 

 信号形式  ：ＮＴＳＣ、アナログＶＢＳ 

 出力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

  ◆音声モニタ出力信号 

 出力信号数 ：素材側ディレイ 2 系統 

    ダビング側 2 系統 

 信号形式  ：アナログ アンバランスステレオ 

 入力接栓  ：ＲＣＡピンジャック 

 

  ◆外部通知 

 通信仕様  ：100BASE-TX/10BASE-T対応 LAN インタフェース 

 プロトコル  ：ＳＮＭＰ 

 コネクタ  ：ＲＪ－４５モジュラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります 

【型番】 

 VAD-230HD 
 

アルビクス株式会社 
【整理番号】 

 



 

2/22 

 

  ◆素材側映像・音声エラー検知項目 
 ・映像状態（HD／SD／同期断） 検知 

 ・映像ベースフリーズ 

 ・映像ベース黒味 

 ・映像ベースレベル異常 

 ・映像ウィンドウフリーズ 

 ・映像ウィンドウ黒味 

・音声レベル異常（無音／レベル高／レベル低） 

 ・音声逆相 

 ・１ｋＨｚ音声検出 

 

  ◆ダビング側映像・音声エラー検知項目 

 ・映像状態（HD／SD／同期断）検知 

 ・映像ベースフリーズ 

 ・映像ベース黒味 

 ・映像ベースレベル異常 

 ・映像ウィンドウフリーズ 

 ・映像ウィンドウ黒味 

 ・音声レベル異常（無音／レベル高／レベル低） 

 ・音声逆相 

 ・１ｋＨｚ音声検出 

 

  ◆比較エラー検知項目 

 ・映像比較 

   素材側／ダビング側の２系統を同期させ、映像を比較します。 

  映像（輝度）信号を比較前にフィルタ処理し、映像の同一性をチェックします。 

  不一致箇所はモニタ出力上にハイライト表示されます。 

 

 ・音声比較 

   素材側／ダビング側の２系統を同期させ、音声信号を比較します。 

  検知対象のオーディオチャンネルは、任意の２組を設定します。 

 

  ◆信号遅延補正 

  システム内で発生する素材側信号とダビング側信号間の遅れ分を内部メモリで補正し、同一フレームの映像を 

 比較します。補正可能な遅延量は３０フレームです。 

 

  ◆ＬＴＣ／ＶＩＴＣ読取り 

  ＨＤ－ＳＤＩの場合はＶ－ＡＮＣにエンベデッドされたＬＴＣ／ＶＩＴＣ値、ＳＤ－ＳＤＩの場合は 

ＶＢＩ（12H～18H）にインサートされたＶＩＴＣを読取り、エラー発生時の値を通知することができます。 

 

 

  ◆外形寸法  ：Ｗ４３０ × Ｈ４４ × Ｄ４７０ ｍｍ （コネクタ等の突起部を含まず） 

  ◆質量   ：約 ８ ｋｇ 

  ◆電源電圧  ：１００Ｖ±１０％ ＡＣ ５０／６０Ｈｚ 

  ◆消費電力  ：約 ５０ Ｗ 

  ◆使用温度  ：５℃ ～ ４０℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

【型番】 

 VAD-230HD 
 

アルビクス株式会社 
【整理番号】 
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仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

【型番】 

  VAD-230HD 
 

アルビクス株式会社 
【整理番号】 
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◆ＳＮＭＰ ＭＩＢ構造 
iso.org.dod.internet.private.enterprise.honko.vad230hd (1.3.6.1.4.1.19892.13) より以下を示す。 
※下表の“入力”は素材側、“出力”はダビング側 

 
項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 

systemVAD(1) version(1) farmVer(1)   ０００～９９９ 読み込み OCTEＴ STRING 

ファームウェアのバージョン 

バージョンが１．００のとき、１００。 

１．０１のとき１０１となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    hardVer(2)   ０００～９９９ 読み込み OCTET STRING 

ハードウェアのバージョン 

バージョンが１．００のとき、１００。 

１．０１のとき１０１となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    snmpFarmVer(3)   ０００～９９９ 読み込み OCTET STRING 

ＳＮＭＰ制御部ファームウェアのバージョン 

バージョンが１．００のとき、１００。 

１．０１のとき１０１となります。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  time(2)   yy：yy：mm：ｄｄ：hh：mm：ss：ｘｘ 読み書き DateAndTime 

ＶＡ－ＤEＴの現在日時 

電源投入時は１年１月１日０時０分０秒にリセットされるので、マネージャーから現在時刻を設定

する必要があります。 

 

（ｘｘの値について） 

ｘｘの値は、00Ｈｅｘを設定してください。 

ｘｘの値を設定した場合、正常に設定完了しますが、 

ＶＡ内部ではｘｘの値は設定しません。（内部は 00Hex 固定） 

また、ｘｘの値を省略した７Ｂｙｔｅでも設定可能です。 

ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対する、GetResponse の時、ｘｘの値は、設定された値をVA より送信します。 

但しＶＡ内部ではｘｘの値は設定しません。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対する、GetResponse の時、ｘｘの値は、00Hex 固定で VAより送信します。 

Ｔｒａｐの時、ｘｘの値は、00Hex 固定でVA より送信します。 

 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

Ｔｒａｐ通知時、先頭に付加されます。 

status(2)    

０：正常 

１：電源異常 

２：起動中 

３：ディレイ値計測中 

 

読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

ＶＡ－ＤＥＴステータス 

正常：エラー検知を実行中です。 

電源異常：電源電圧が異常です。 

起動中：ＶＡ－ＤＥＴの初期化処理中です。 

ディレイ値計測中：映像比較ディレイを計測中です。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 

measure(3) delay(1) videoDelay(1)   ０００～１２８ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像比較ディレイ値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）とＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の遅延量です。 

遅延量はフレーム数で表されます。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  audioDelay(2)  ０００～１２８ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

音声比較ディレイ値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）とＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の 

音声信号の遅延量です。 

遅延量はフレーム数に換算された値で表されます。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

 inputAudio(2) ch1In (1)   ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ1 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベルです。 

単位は－ｄＢで、読みが３０の場合、レベルは－３０ｄＢです。 

※０ｄＢが最大(フルスケール）、－６０ｄＢが最小（完全無音）です。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    ch2In (2)   ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ2 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    ch3In (3)   ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ3 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    ch4In (4)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ4 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch5In (5)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ5 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch6In (6)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ6 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch7In (7)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ7 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch8In (8)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声ｃｈ8 レベル 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  outputAudio(3) ch1Out (1)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声ｃｈ1 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベルです。 

単位は－ｄＢで、読みが３０の場合、レベルは－３０ｄＢです。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

    ch2Out (2)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ2 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch3Out (3)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ3 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch4Out (4)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ4 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch5Out (5)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ5 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch6Out (6)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ6 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch7Out (7)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ7 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

  ch8Out (8)  ０００～０６０ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声ｃｈ8 レベル 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベルです。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

 compare(4) videoDisagreement(1)  ０００～０９６ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 映像比較の不一致ブロック数 

０＝完全一致、９６＝完全不一致 

 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

 other(5) videoMode(1)  ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

局間情報内の画角設定 

SDI 入力 1（素材側）の映像内に重畳された ARIB STD-B39 形式の 

局間情報内の画角設定です。 

０：局間情報無し 

１：サイドカット 

２：スクイーズ 

３：レターボックス（16:9） 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 

measure(3) other(5) audioMode(2)  ０００～０２４ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

局間情報内の音声モード 

SDI 入力 1（素材側）の映像内に重畳された ARIB STD-B39 形式の 

局間情報内の音声モードです。 

 

※以下、M=モノラル、S=ステレオ、D=デュアルモノラル、LFE=低域強調 

a/b=前方／後方チャンネル数（例：3/2=前方 3 チャンネル／後方 2 チャンネル） 

 

０ ：局間情報無し 

１ ：M 

２ ：2M(D) 

３ ：3M(D+M) 

４ ：4M(2D) 

５ ：5M(2D+M) 

６ ：6M(3D) 

７ ：7M(3D+M) 

８ ：8M(4D) 

９ ：S 

１０：2S 

１１：3S 

１２：4S 

１３：3/0 

１４：2/1 

１５：3/1 

１６：2/2 

１７：3/2 

１８：3/2+LFE (5.1) 

１９：S+M 

２０：S+D 

２１：5.1+S 

２２：3/1+S 

２３：3/2+S 

２４：その他 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) windowPoint(1) windowPointX1(1)   ０００～７２０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
ウィンドウ座標 Ｘ１ 

ＷＩＮＤＯＷ（子画面）範囲設定の、モニタ画面上の水平開始座標です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

    windowPointX2(2)   ０００～７２０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

ウィンドウ座標 Ｘ２ 

ＷＩＮＤＯＷ（子画面）範囲設定の、モニタ画面上の水平終了座標です。 

（水平終了座標－水平開始座標）＞１００である必要があります。 

（水平終了座標－水平開始座標）≦１００の場合、ＷＩＮＤＯＷ設定は 

無効（設定ＯＦＦ）となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

    windowPointY1(3)   ０００～４８５ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
ウィンドウ座標 Ｙ１ 

ＷＩＮＤＯＷ（子画面）範囲設定の、モニタ画面上の垂直開始座標です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

    windowPointY2(4)   ０００～４８５ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

ウィンドウ座標 Ｙ２ 

ＷＩＮＤＯＷ（子画面）範囲設定の、モニタ画面上の垂直終了座標です。 

（垂直終了座標－垂直開始座標）＞３０である必要があります。 

（垂直終了座標－垂直開始座標）≦３０の場合、ＷＩＮＤＯＷ設定は 

無効（設定ＯＦＦ）となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  audioLevel(2) audioInCh1Thres(1) Low1In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声 ch1 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベル低検知設定です。  

単位は－ｄＢで、読みが３０の場合、レベルは－３０ｄＢです。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

     High1In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch1 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベル高検知設定です。  
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent1In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch1 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

    audioInCh2Thres(2) Low2In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch2 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

    High2In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch2 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent2In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch2 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioInCh3Thres(3) Low3In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch3 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High3In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch3 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent3In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch3 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioInCh4Thres(4) Low4In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch4 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High4In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch4 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent4In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch4 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioInCh5Thres(5) Low5In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch5 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High5In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch5 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent5In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch5 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioInCh6Thres(6) Low6In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch6 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High6In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch6 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent6In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch6 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) audioLevel(2) audioInCh7Thres(7) Low7In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch7 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High7In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch7 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent7In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch7 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioInCh8Thres(8) Low8In(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch8 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High8In(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch8 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent8In(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
入力音声 ch8 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 1（素材側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh1Thres(9) Low1Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch1 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベル低検知設定です。  

単位は－ｄＢで、読みが３０の場合、レベルは－３０ｄＢです。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High1Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch1 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１のレベル高検知設定です。  
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent1Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch1 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ１の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh2Thres(10) Low2Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch2 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High2Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch2 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent2Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch2 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ2 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh3Thres(11) Low3Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch3 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High3Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch3 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent3Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch3 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ3 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh4Thres(12) Low4Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch4 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High4Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch4 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent4Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch4 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ4 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh5Thres(13) Low5Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch5 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High5Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch5 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent5Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch5 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ5 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh6Thres(14) Low6Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch6 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High6Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch6 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent6Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch6 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ6 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 
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unitSetting(4) audioLevel(2) audioOutCh7Thres(15) Low7Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch7 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High7Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch7 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent7Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch7 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ7 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  audioOutCh8Thres(16) Low8Out(1) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch8 レベル低 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベル低検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  35 

   High8Out(2) ０００～０５０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch8 レベル高 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 のレベル高検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  5 

   Silent8Out(3) ０００～０６０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 
出力音声 ch8 無音 しきい値 

ＳＤＩ入力 2（ダビング側ビデオ信号）の音声信号ｃｈ8 の無音検知設定です。 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  40 

  
videoＴｈｒｅｓｈｏｌｄ

Compare(3) 
videoCompare1(1)   ０００～００４ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

画像比較 しきい値１ 

映像比較前のフィルタ処理を切り替えます。 

設定値が大きいほど比較エラーを検知しやすくなります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  2 

    videoCompare2(2)   ０００～０９５ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

画像比較 しきい値２ 

比較エラーとする不一致ブロック数を設定します。 

設定値以上のエラーブロックがある場合に比較エラーとします。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  videoCompare3(3)  ０００～０９９ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

画像比較 しきい値３ 

比較エラーとする輝度差を IRE単位で設定します。 

画像をドット単位で比較し、設定値以上の輝度差があるドットをエラードットとしま

す。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  15 

  videoCompare4(4)  ０００～００３ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

画像比較 しきい値４ 

比較エラーとするフレーム数を指定します。 

（同じエラーブロックで設定値以上連続してエラーの場合を比較エラーとします） 

０：１フレーム 

１：２フレーム 

２：３フレーム 

３：４フレーム 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  sizeAdjust(4) (1)    読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ Reserve    

  (2)   読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ Reserve    

    (3)    読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ Reserve    

    (4)    読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ Reserve    

  irdDownConvert(5)  ０００～００３ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像の画角を指定します。 

０：サイドカット 

１：スクイーズ 

２：レターボックス（16:9） 

３：レターボックス（14:9） 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

 
audioＴｈｒｅｓｈｏｌｄ

Compare(5) 
audioCompare1(1)   ０００～１００（５の倍数） 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

音声比較 しきい値 

0=0dB、5=0.5dB、10=1dB、15=1.5dB、 ････ 95=9.5dB、100=10dB 
ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  30 

  (2)   読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ Reserve    

  audioInMixMain(3)  ０００～００４ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

主音声を指定します。 

本項目で指定した主音声同士が、音声比較モジュール 1 で比較されます。 

０：ch1/ch2 

１：ch3/ch4 

２：ch5/ch6 

３：ch7/ch8 

４：ch1～ch6 ダウンミックス 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 



 

10/22 

 
項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) 
audioＴｈｒｅｓｈｏｌｄ

Compare(5) 
audioInMixSub(4)  ０００～００３ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

副音声を指定します。 

本項目で指定した副音声同士が、音声比較モジュール 2 で比較されます。 

 

０：ch1/ch2 * 

１：ch3/ch4  * 

２：ch5/ch6  * 

３：ch7/ch8 

 

※：前項 audioInMixMain(3)で４：ch1～ch6 ダウンミックスを設定した場合は 

  ０～２を設定する事は出来ません。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  1 

 otherSetting(6) inputAudioDetect(1)   ０００～０１０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声検知ＯＮ／ＯＦＦ 

０：全ｃｈ検知ＯＮ 

１：ｃｈ1/ch2 検知ＯＮ 

２：ｃh3/ch4 検知ＯＮ 

３：ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

４：ｃh7/ch8 検知ＯＮ 

５：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4 検知ＯＮ 

６：ｃｈ1/ch2/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

７：ｃｈ1/ch2/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

８：ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

９：ｃｈ3/ch4/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１０：ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１１：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

１２：ｃｈ1/ch2/ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１３：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１４：ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１５：全 ch 検知ＯＦＦ 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  outputAudioDetect (2)   ０００～０１０ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声検知ＯＮ／ＯＦＦ 

０：全ｃｈ検知ＯＮ 

１：ｃｈ1/ch2 検知ＯＮ 

２：ｃh3/ch4 検知ＯＮ 

３：ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

４：ｃh7/ch8 検知ＯＮ 

５：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4 検知ＯＮ 

６：ｃｈ1/ch2/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

７：ｃｈ1/ch2/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

８：ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

９：ｃｈ3/ch4/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１０：ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１１：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6 検知ＯＮ 

１２：ｃｈ1/ch2/ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１３：ｃｈ1/ch2/ｃｈ3/ch4/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１４：ｃｈ3/ch4/ｃｈ5/ch6/ｃｈ7/ch8 検知ＯＮ 

１５：全 ch 検知ＯＦＦ 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

    windowDisp(3)   ０００～００１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

ｗｉｎｄｏｗ範囲表示ＯＮ／ＯＦＦ 

０：ＯＦＦ 

１：モニタ画面上にｗｉｎｄｏｗ設定範囲を表示します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

    videoDelay(4)  

０００～０３０ 

または 

９９８～９９９ 

読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像ディレイ設定 

０～３０：設定したフレーム数がディレイ値となります。 

９９８：音声遅延量計測基準自動設定 ９９９：映像遅延量計測基準自動設定 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  1 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) otherSetting(6) readANCInfo(5)  ０００～００３ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

局間情報読み取りＯＮ／ＯＦＦ 

０：ＯＦＦ 

   SDI 入力 1 の映像内の局間情報を無視し、 

irdDownConvert(5)、audioInMixMain(3)、audioInMixSub(4)で 

画角／音声生成方式を設定します。 

１：ＯＮ（画角／音声とも読み取る） 

   SDI 入力 1 の映像内のＡＲＩＢ STD-B39 形式の局間情報を読み取り、 

   局間情報に連動して画角／音声生成方式を設定します。 

  局間情報が無い場合は最後に読み取った局間情報の設定を継続し、 

  本体起動時から一度も局間情報が無い場合は 

  irdDownConvert(5)、audioInMixMain(3)、audioInMixSub(4)の設定を 

使用します。 

２：ＯＮ（画角のみ読み取る） 

画角のみ局間情報に連動し、音声モードは 

audioInMixMain(3)／audioInMixSub(4)の設定を使用します。 

３：ＯＮ（音声モードのみ読み取る） 

音声モードのみ局間情報に連動し、画角は irdDownConvert(5)の 

設定を使用します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  resetDelayFrame(6)  ０００～００１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像／音声ディレイ値の強制再計測 

０：映像／音声ディレイ量の強制再計測処理を行わず、現状の計測結果を保持し

ます。 

（本項目をGET リクエストで読み出した場合は、常に 0 が読み出されます） 

１：映像／音声ディレイ量の計測結果を全てリセットし、再計測処理を開始します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 

（ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ時には常に 0 を返す） 
 0 

  videoBlackArea(7)  ０００～００３ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像黒味エラー検出面積 

０：映像の黒味面積が９５％以上の状態を映像黒味エラーとして通知します。 

１：映像の黒味面積が９６％以上の状態を映像黒味エラーとして通知します。 

２：映像の黒味面積が９７％以上の状態を映像黒味エラーとして通知します。 

３：映像の黒味面積が９８％以上の状態を映像黒味エラーとして通知します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  videoBlackDetect(8)  ０００～００１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

映像黒味エラー検出条件 

０：フリーズの状態（映像の動きの有無）とは無関係に、映像黒味の状態のみで 

黒味エラーを判定します。 

１：映像黒味かつフリーズ状態（映像に動きが無い）の場合のみを黒味エラーとし

ます。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  startStatus(9)  ０００～００１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

ソフトウェア検知状態 

０：OFF （本体正面 DETECT ボタンが消灯） 

１：ON  （本体正面 DETECT ボタンが点灯） 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

  tc(10)  ０００～００１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ HD-SDI 入力時の TC 選択 ０：ＬＴＣ １：ＶＩＴＣ ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  0 

 sizeAdjust(7) sideCutHDHD(1) hSizeSCHDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定 

（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5)=0 16 

   vSizeSCHDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定 

（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
hPositionSCHDHD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定 

（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
vPositionSCHDHD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) sizeAdjust(7) squeezeHDHD(2) hSizeSQHDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   vSizeSQHDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
hPositionSQHDHD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
vPositionSQHDHD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

  lbox16HDHD(3) hSizeLB16HDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   vSizeLB16HDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
hPositionLB16HDH

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
vPositionLB16HDH

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

  lbox14HDHD(4) hSizeLB14HDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   vSizeLB14HDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
hPositionLB14HDH

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
vPositionLB14HDH

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) sizeAdjust(7) sideCutHDSD(5) hSizeSCHDSD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   vSizeSCHDSD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
hPositionSCHDSD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
vPositionSCHDSD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

  squeezeHDSD(6) hSizeSQHDSD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   vSizeSQHDSD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
hPositionSQHDSD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
vPositionSQHDSD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

  lbox16HDSD(7) hSizeLB16HDSD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   vSizeLB16HDSD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
hPositionLB16HDS

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
vPositionLB16HDS

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) sizeAdjust(7) lbox14HDSD(8) hSizeLB14HDSD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   vSizeLB14HDSD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
hPositionLB14HDS

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
vPositionLB14HDS

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=HD/SDI2=SD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

  sideCutSDHD(9) hSizeSCSDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   vSizeSCSDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
hPositionSCSDHD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

   
vPositionSCSDHD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=サイドカット、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =0 16 

  squeezeSDHD(10) hSizeSQSDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   vSizeSQSDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直サイズ設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
hPositionSQSDHD 

(3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 

   
vPositionSQSDHD 

(4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（入力映像画角=スクイーズ、SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =1 16 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 標準値 

unitSetting(4) sizeAdjust(7) lbox16SDHD(11) hSizeLB16SDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   vSizeLB16SDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=16:9 レターボックス、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
hPositionLB16SDH

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

   
vPositionLB16SDH

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =16:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =2 16 

  lbox14SDHD(12) hSizeLB14SDHD (1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   vSizeLB14SDHD (2) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直サイズ設定（入力映像画角=14:9 レターボックス、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と垂直サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と垂直サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
hPositionLB14SDH

D (3) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  水平位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

   
vPositionLB14SDH

D (4) 
０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像  垂直位置設定 （入力映像画角 =14:9 レ ターボ ックス 、

SDI1=SD/SDI2=HD） 

ＳＤＩ入力（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応 irdDownConvert(5) =3 16 

  sdSD(13) hSizeSD(1) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平サイズ設定（SDI1/SDI2 とも SD-SDI） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平サイズを調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と水平サイズを縮小し、 

値を大きくする（17,18,19…）と水平サイズを拡大します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  16 

   (2)    Reserve    

   hPositionSD(3) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 水平位置設定（SDI1/SDI2 とも SD-SDI） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の水平位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を左に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を右に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  16 

   vPositionSD(4) ０００～０３１ 読み書き ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像 垂直位置設定（SDI1/SDI2 とも SD-SDI） 

ＳＤＩ入力 1（素材側）の垂直位置を調整します。 

標準値（無調整）=16 で、値を小さくする（15,14,13…）と映像の位置を下に移動し、 

値を大きくする（17,18,19…）と映像の位置を上に移動します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・ＳｅｔＲｅｑｕｅｓｔに対応  16 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 

errTrap(5) input(1) inVideo(1) baseInStatus(1) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力映像ベースステータス 

０：正常 

１：黒味 

２：フリーズ 

３：レベル異常 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      windowInStatus(2) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力映像ウィンドウステータス 

０：正常 

１：黒味 

２：フリーズ 

３：レベル異常 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      inClosedCaption(3) ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力映像クローズドキャプションステータス 

０：無し 

１：VBI クローズドキャプションを検出 

２：ANC クローズドキャプションを検出 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   inSync(4) ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力映像の信号状態 

０：ＳＤ－ＳＤＩ 

１：ＨＤ－ＳＤＩ 

２：同期断 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

    inAudio(2) ch1InStatus(1) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ1(L)ステータス 

０:正常 

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low1In(1) 

High1In(2) 

Silent1In(3) 

      ch2InStatus(2) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ2(R)ステータス 

０:正常 

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low2In(1) 

High2In(2) 

Silent2In(3) 

      ch3InStatus(3) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ3(C)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low3In(1) 

High3In(2) 

Silent3In(3) 

      ch4InStatus(4) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ4(LFE)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low4In(1) 

High4In(2) 

Silent4In(3) 

      ch5InStatus(5) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ5(LS)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low5In(1) 

High5In(2) 

Silent5In(3) 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 

errTrap(5) input(1) inAudio(2) ch6InStatus(6) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ6(RS)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low6In(1) 

High6In(2) 

Silent6In(3) 

     ch7InStatus(7) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ7(Lt)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low7In(1) 

High7In(2) 

Silent7In(3) 

     ch8InStatus(8) ０００～００５ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声ｃｈ8(Rt)ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low8In(1) 

High8In(2) 

Silent8In(3) 

  inOther(3) inAudioCh１2Phase(1) ０００～００１  読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声主音フェーズ 

０：正常 

１：逆相 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      inAudioCh78Phase(2) ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声副音フェーズ 

０：正常 

１：逆相 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   inAudio1khz(3) ０００～００１  読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入力音声１ｋHz 

０：なし 

１：検知 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

    inVitc(4) inTcVitc(1） ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

SDI 入力 1（素材側）VITC の有無 

０：あり（ドロップフレーム） 

１：あり（ノンドロップフレーム） 

２：無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      inContinuity(2） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

SDI 入力 1（素材側）VITC の状態 

０：正常 

１：不連続 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      inErrorVitc(3） Hhmmssff 読み込み OCTET STRING 

SDI 入力 1（素材側）エラー状態変化時のVITC 

状態変化に VITC 不連続エラーへの変化が含まれる場合は、 

不連続エラー検知直前の実VITC 値が通知されます。 

その他の場合は１秒程度の誤差があります。 

VITC 不連続エラーが連続した場合は通知直前に発生したエラーの値となります。 

映像素材にＴＣが存在しない場合はダミー値“99999999”となります。 

 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   inReserve4(4） ９９９：固定 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 入力関係予備（未使用） ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

 output(2) outVideo(1) baseOutStatus(1) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力映像ベースステータス 

０：正常 

１：黒味 

２：フリーズ 

３：レベル異常 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 

errTrap(5) output(2) outVideo(1) windowOutStatus(2) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力映像ウィンドウステータス 

０：正常 

１：黒味 

２：フリーズ 

３：レベル異常 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

     outClosedCaption(3) ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力映像クローズドキャプションステータス 

０：無し 

１：VBI クローズドキャプションを検出 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   outSync(4) ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力映像の信号状態 

０：ＳＤ－ＳＤＩ 

１：ＨＤ－ＳＤＩ 

２：同期断 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

    outAudio(2) ch1OutStatus(1) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch1（L）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low1Out(1) 

High1Out(2) 

Silent1Out(3) 

      ch2OutStatus(2) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch2（R）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low2Out(1) 

High2Out(2) 

Silent2Out(3) 

   ch3OutStatus(3) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch3（C）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low3Out(1) 

High3Out(2) 

Silent3Out(3) 

   ch4OutStatus(4) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch4（LFE）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low4Out(1) 

High4Out(2) 

Silent4Out(3) 

   ch5OutStatus(5) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch5（Ls）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low5Out(1) 

High5Out(2) 

Silent5Out(3) 

   ch6OutStatus(6) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch6（Rs）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low6Out(1) 

High6Out(2) 

Silent6Out(3) 
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項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 

errTrap(5) output(2) outAudio(2) ch7OutStatus(7) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch7（Lt）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low7Out(1) 

High7Out(2) 

Silent7Out(3) 

   ch8OutStatus(8) ０００～００３ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声 ch8（Rt）ステータス 

０:正常  

１:無音 

２:レベル低 

３:レベル高 

４:音声エンベデッド無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 

Low8Out(1) 

High8Out(2) 

Silent8Out(3) 

    outOther(3) outAudioCh１2Phase(1) ０００～００１  読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声主音フェーズ 

０：正常 

１：逆相 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   outAudioCh78Phase(2) ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声副音フェーズ 

０：正常 

１：逆相 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   outAudio1khz(3） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

出力音声１ｋHz 

０：なし 

１：検知 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

    outVitc(4) outTcVitc(1） ０００～００２ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

SDI 入力 2（ダビング側）VITC の有無 

０：あり（ドロップフレーム） 

１：あり（ノンドロップフレーム） 

２：無し 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      outContinuity(2） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

SDI 入力 2（ダビング側）VITC の状態 

０：正常 

１：不連続 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      outErrorVitc(3） Hhmmssff 読み込み OCTET STRING 

SDI 入力 2（ダビング側）エラー状態変化時のVITC 

状態変化に VITC 不連続エラーへの変化が含まれる場合は、 

不連続エラー検知直前の実VITC 値が通知されます。 

その他の場合は１秒程度の誤差があります。 

VITC 不連続エラーが連続した場合は通知直前に発生したエラーの値となります。 

映像素材にＴＣが存在しない場合はダミー値“99999999”となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

      outReserve4(4） ９９９：固定 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 出力関係予備（未使用） ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

 inout(3) both(1) videoCompare(1） ０００～０９６ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

入出力映像比較 

０：一致 

エラーブロック数が videoCompare2(2)を越えない場合は一致とします。 

１～９６：不一致 

エラーブロック数が videoCompare2(2)を越える場合は不一致とし、 

そのブロック数を通知します。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 videoCompare2(2) 

      audioCompareLmain(2） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

Ｌ（主音） 入出力音声比較エラーの有無 

０：正常 

１：エラー 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 audioCompare1(1) 

      audioCompareRmain (3） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

Ｒ（主音） 入出力音声比較エラーの有無 

０：正常 

１：エラー 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 audioCompare1(1) 

   audioCompareLsub(4） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

Ｌ（副音） 入出力音声比較エラーの有無 

０：正常 

１：エラー 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 audioCompare1(1) 



 

20/22 

 
項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 値 種別 データ型 内容 対応オペレーション 関連MIB 

errTrap(5) inout(3) both(1) audioCompareRsub (5） ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

Ｒ（副音） 入出力音声比較エラーの有無 

０：正常 

１：エラー 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応 audioCompare1(1) 

   videoCompErrorVITC(6) Hhmmssff 読み込み OCTET STRING 

映像比較エラー発生時のVITC 

 hh:Hour/mm:Minute/ss:Second/ff:Frame (BCD) 

映像比較エラー発生時のダビング側映像VITC を通知します。 

ダビング側映像に VITC が存在しない場合はダミー値”99999999”となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

   audioCompErrorVITC(7) Hhmmssff 読み込み OCTET STRING 

音声比較エラー発生時のVITC 

 hh:Hour/mm:Minute/ss:Second/ff:Frame (BCD) 

音声比較エラー発生時のダビング側映像VITC を通知します。 

ダビング側映像に VITC が存在しない場合はダミー値”99999999”となります。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

 startStop(4)   ０００～００１ 読み込み ＩＮＴＥＧＥＲ 

エラー検知要求 

０：無し 

１：あり 

本体正面 DETECT ボタンの押下で０／１がトグルします。 

ＧｅｔＲｅｑｕｅｓｔ・Ｔｒａｐに対応  

 ※errTrapは状態に変化があった場合に通知されます。 
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起動シーケンス） 

                     VAD-230HD                      制御 PC 

              VAD 電源投入 

                       

         SNMP 通信初期化完了   

                                      起動中（status(2)=2） （SNMP TRAP）  

     映像／音声検知初期化完了 

                         正常（status(2)=0） （SNMP TRAP）  

                                監視処理↓ 

                         動作設定値（unitSetting(4)）問い合わせ 

                         （SNMP GET）    動作設定値の検証 

                         動作設定値（unitSetting(4)）の返答        （設定変更が必要か？） 

 

                                     動作設定値（unitSetting(4)）書き込み 

        VAD の動作設定値を    （SNMP SET ※設定変更が必要な場合） 

        不揮発メモリに書き込み  SNMP SET 応答（動作設定変更完了） 

       （電源切断後も保持）   

 

DETECT ボタン押下→  エラー検知要求（startStop(4)=1） 

（SNMP TRAP） 

 

      ソフトウェア検知状態ON（startStatus(9)=1） 

                          （SNMP SET） 

                                                          SNMP SET 応答（ソフトウェア検知ON）       ソフトウェア検知状態ON 

                         VAD 内蔵時計（time(2)）の設定 

                         （SNMP SET） 

                        SNMP SET 応答（時計設定完了）        VAD 時刻設定 

                          

                運用開始↓                              ↓運用開始 

                         エラー状態（errTrap(5)）問い合わせ 

                                     （SNMP GET） 

                                      エラー状態（errTrap(5)）の返答         初期エラー状態取得 

 

                         エラー発生時に TRAPを発行 

 

                         VAD 内蔵時計の設定                （VAD 内蔵時計を 

                                                       定期的に更新） 

VA-DET ステータス(status(2))問い合わせ    

                         （SNMP GET）    （ヘルスチェックを 

                         VA-DET ステータス(status(2))の返答       定期的に送信） 
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Rev  内容   日付 担当 

0.1 暫定版として新規作成 2009/10/30 林 

0.2 外観図変更 

MIB一覧表を追加 

2010/01/22 山田 

0.3 外観図変更 

出力信号仕様変更 

2010/4/16 山田 

0.4 外観図変更 

MIB変更 

起動シーケンス変更 

2010/5/12 山田 

0.5 ＬＴＣ読み取りに対応 

HD-SDI 時に LTC/VITC選択MIB を追加 

2010/5/27 山田 

0.6 画像比較しきい値４設定MIB を追加 2011/1/26 山田 

 

 

 


